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• 情報爆発

– 情報の種類・量が爆発的に増加

• 計算機・探査・観測の発展

– オリジナルデータ, 解析データ, 図, 得られた知見
も増加し、関係も複雑に

データや知見の

収集・管理などに多くの時間が必要

↓

情報技術を活用した

研究環境の構築が欠かせない



「Gfdnavi」とは

• Web Application / Web Service

• 対象用途

– データ公開サーバー

– グループ内非公開サーバー

– 個人デスクトップツール

• 機能

– データベース (検索)

– 解析・可視化

– データへの知見情報の付与



対象データ

想定データ: 大気・海洋データ

• 多次元配列的データ

– 格子, Swath, Points

• 対応ファイルフォーマット

– NetCDF

– Grib

– GrADS

– NuSDaS

– HDF5-EOS (実装中)
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• メタデータ(付加情報)のデータベース化

– 時空間情報 (必須ではない)

– キーワード属性

• 任意の「キーワード, 値」の組

• 検索のため

– ディレクトリツリー

– メタデータの全文検索

– 時空間検索

– ファセットナビゲーション

• 登録・更新

– コマンドにより, 指定ディレクトリツリーをスキャン

データベース



解析・可視化

• サーバー上で解析・可視化を行う

– GUI on web-browser or プログラミング at local PC

– 解析

• 算術演算(四則演算, 平均, 標準偏差), 切り出し等

– 可視化

• 折れ線図, トーン＆等値線図, ベクトル図等

– 独自の解析メソッド, 描画メソッドを登録可能

• 描画を再現するスクリプト&必要最低限デー
タのダウンロードが可能 (図の整形等のため)



知見情報

• 数値データや, (描画した)画像データに知見
情報を付与できる

– データから知見情報へ, 知見情報からデータへの
リンクが自動で張られ, 相互アクセス可能

– 知見情報内の図の再現, 描画パラメータ等を変
更しての再描画が可能

– 情報発信

• 他の知見情報に対し, コメントを付与できる

– グループ内ディスカッション

– 教官-学生間の指導
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サーバー間連携 (実装中)

• Gfdnaviサーバー間の連携

– どのサーバーにどのデータがあるのか意識する必
要がなくなる

– クロスサイト検索

• 知らなかったデータがヒットする可能性

– クロスサイト解析・可視化

• データ比較



まとめ

• いつでも、どこでも同じ研究環境

– ブラウザ上でＧＵＩによる操作

– HTTPを利用した、ローカルＰＣでのプログラミング

• 数値・画像データや知見の仮想的な一元管理

– データの所在を意識せずに利用可能

• 異なるサーバーにあるデータの比較が容易になる

• 未知のデータを発見する可能性がある

– データ・解析手法・知見のリンク付け

• 図を再現可能

• データから知見を検索可能
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